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王舎城ブッダトレイルz宇遊，

｜
壷
ア
ダ

釈
尊
が
泊
ま
っ
た
ブ
ッ
ダ
バ
ナ
の
洞
窟
か
ら
谷
を
望
む

－ブ・シダの歩いた道

道路

・ ‘ －－ブッダトレイル

〆
’

こ-コこ-コ

一ブッダガヤ

ジエテイアン村にある四国青年仏教会寄進の祠堂

今
回
は
王
舎
城
の
南
西
か
ら
北
東
へ
、
釈
尊
が
歩

い
た
道
を
た
ど
る
。
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
か
ら
ガ
ヤ
を
経
て

に

れ

ん

ぜ

ん

が

尼
蓮
禅
河
を
渡
り
川
道
を
北
東
に
歩
く
と
王
舎
城
に

入
る
。
釈
尊
が
一
夜
を
過
ご
し
た
ブ
ッ
ダ
バ
ナ
と
呼

ば
れ
る
小
さ
な
洞
窟
は
、
玄
英
三
蔵
も
一
夜
を
過
ご

し
た
場
所
で
、
今
で
も
石
の
仏
像
や
仏
塔
の
破
片
が

多
く
見
ら
れ
る
。

木
の
生
え
て
い
な
い
岩
山
の
中
腹
に
あ
り
、
村
人

以
外
の
人
が
訪
れ
る
と
す
ぐ
に
見
つ
か
る
。
私
が
訪

れ
た
２
回
と
も
す
ぐ
見
つ
か
り
、
別
～
鋤
人
の
子
供

た
ち
が
集
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
立
地
ゆ
え
、
盗
抓
を

防
い
で
い
た
。

そ
こ
か
ら
北
西
に
進
む
と
ジ
ェ
テ
ィ
ァ
ン
村
に
着

く
。
日
本
の
四
国
青
年
仏
教
会
が
寄
進
し
た
祠
堂
が

建
っ
て
い
る
。
村
に
は
、
釈
尊
が
持
っ
て
い
た
杖
を

地
面
に
突
き
刺
し
た
と
こ
ろ
木
が
生
え
た
、
と
い
う

話
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
釈
尊
時
代
の
ま
ま
の
細

い
小
道
が
村
の
中
を
通
っ
て
い
る
。
村
人
が
釈
尊
や

弟
子
た
ち
に
食
事
、
衣
料
、
日
用
品
を
布
施
し
た
に

;〃
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違
い
な
い
。

余
談
な
が
ら
、
衣
を
布
施
す
る
儀
式
は
カ
テ
ィ
ナ

会
と
呼
ば
れ
－
年
に
一
度
盛
大
に
行
わ
れ
る
。
こ
の

儀
式
は
イ
ン
ド
各
地
は
も
ち
ろ
ん
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン

さ

ん

ね

マ
ー
、
シ
ュ
リ
ラ
ン
カ
で
も
行
わ
れ
る
。
衣
は
三
衣

と
呼
ば
れ
、
持
つ
と
意
外
に
重
く
、
隠
し
ポ
ケ
ッ
ト

が
多
く
付
い
て
い
る
。
バ
ン
コ
ク
に
は
衣
、
仏
像
そ

の
他
の
仏
具
、
線
香
な
ど
を
扱
う
店
が
立
ち
並
ぶ
町

が
あ
る
。

王
舎
城
に
戻
る
。
現
在
で
も
ほ
と
ん
ど
人
が
通
ら

な
い
丘
の
北
側
の
道
が
ジ
ュ
テ
ィ
ア
ン
村
か
ら
竹
林

精
舎
の
裏
側
に
通
じ
て
い
る
。
私
が
訪
れ
た
帥
年
前

は
盗
賊
が
出
た
の
で
、
特
に
夜
は
誰
も
通
ら
な
い
。

い
ま
だ
に
人
家
が
一
軒
も
な
い
な
が
ら
、
あ
の
頃
よ

り
は
安
全
に
は
な
っ
た
。

ま
た
、
ジ
ェ
テ
ィ
ア
ン
村
か
ら
王
舎
城
の
東
西
に

は
温
泉
が
点
在
し
て
い
る
。
大
昔
は
こ
の
辺
は
火
山

帯
で
、
事
実
肥
世
紀
に
は
ビ
ハ
ー
ル
州
大
地
震
の
た

め
、
ケ
サ
リ
ア
の
大
塔
が
崩
れ
て
い
る
。

3／
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イ
ン
ド
の
温
泉

Ｌ
、
吋
剖
郷

釈尊、大迦葉尊者の衣交換

の像。上部が欠けている佐
藤
良
純
大
正
大
学
名
誉
教
授

さ
と
う
・
り
ょ
う
じ
ゅ
ん
昭
和
７
年
東
京
生
ま
れ
。
大
正
大
学
、

同
大
学
院
、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
和
訓
年
よ
り
大

正
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
教
授
、
学
科
長
を
経
て
、
平
成
側
年
退

職
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
イ
ン
ド
へ
の
初
渡
航
は
昭
和

調
年
、
以
来
イ
ン
ド
へ
訪
れ
る
こ
と
、
岨
有
余
回
。
著
書
に
『
ブ
ッ

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
」
一
、
『
釈
尊
の
生
涯
串
な
ど
多
数
。

農
村
に
散
逸
す
る
仏
像
。

合
掌
供
養
す
る
筆
者

王
舎
城
を
含
め
仏
跡
が
多
数
残
る
ビ
ハ
ー
ル
州
は
、

イ
ン
ド
北
部
ガ
ン
ジ
ス
河
の
沿
岸
に
広
が
る
が
、
そ

の
名
は
僧
院
を
意
味
す
る
ビ
ハ
ー
ラ
に
由
来
す
る
。

ナ
ー
ラ
ン
ダ
大
学
の
デ
イ
パ
ッ
ク
・
ア
ー
ナ
ン
ダ

氏
は
ビ
ハ
ー
ル
州
内
を
調
査
、
１
８
８
の
村
の
農
家

の
庭
先
や
畑
の
中
に
仏
像
や
菩
薩
像
が
散
逸
し
て
い

る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
玄
奨
三
蔵
も
Ⅳ
の
遺
跡

を
記
し
て
い
る
。

こ
の
中
に
釈
尊
が
大
迦
葉
尊
者
と
衣
を
交
換
す
る

像
が
残
っ
て
い
る
。
ひ
ざ
ま
ず
く
姿
の
頭
部
を
欠
く

尊
者
像
だ
が
、
台
座
の
刻
文
を
読
み
取
れ
る
。
ナ
ー

ラ
ン
ダ
大
学
そ
ば
の
ジ
ュ
ア
フ
ァ
ル
デ
ー
に
は
目
連

尊
者
の
記
念
塔
も
あ
る
が
、
発
掘
し
て
日
が
経
ち
、

今
で
は
瓦
礫
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
そ
ば
に
あ
る

ル
ッ
ク
ミ
ス
タ
ー
ナ
と
呼
ぶ
小
さ
な
丘
は
、
ナ
ー
ラ

ン
ダ
寺
院
が
蒙
古
軍
に
襲
わ
れ
た
時
の
避
難
場
所
で

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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